諸君 はすで に、 わたしが 去年の 夏の 大部分 を X 巿に 

過ごした こと を 御 承知であろう —— と、 テオドル は 話 

した。 

そこで 出逢った 大勢の 旧友 や、 自由な 快闊な 生活 や、 

いろいろな 芸術的 ならびに 学問 上の 興味 —— こうした 

すべての ことが 一緒にな つて、 この 都会に 私の 腰 をお 

ちつ かせて しまったが、 まったく 今までに あんなに 愉 

快な ことはなかった。 わたし は 一人で 街 を 散歩して、 

あるいは 飾 窓の 絵 や、 塀の ビラ を 眺め、 あるいは ひそ 

かに 往来の 人び との 運勢 を うらなつ たりして、 私の 若 

い 時からの 嗜好 を 満足 させて い た。 



この X 巿に は、 町の 門に 達する 広い 並木の 通りが 

あって、 美しい 建築物が 軒 をなら ベて いた。 いわば こ 

の 並木 通り は 富と 流行の 集合 地で ある。 宮殿の ような 

高楼の 階下 は、 贅沢品 を 売りつ けようと あせ つてい る 

商店で、 その上の アバ— トメ ントに は 富裕な 人た ちが 

住んで いた。 一流の ホテル や 外国の 使節な どの 邸宅 も、 

みなこの 並木 通りに あった。 こう 言えば、 諸君 はこう 

し た 町が 近代的 生活と 悦楽と の 焦点に な つてい る こと 

を 容易 に 想像す る であろう。 

私 はたびた び この 並木 通り を 散歩して いるう ちに、 

ある 日、 ほかの 建築物に 比べて 実に 異様な 感じの する 



作って あるら しい。 隅の 方に ついている 門が 入 リロで 

あろうが、 掛け金 や 錠前ら しい もの もなければ、 呼 鈴 

あきや 

さえ もない。 これ は 空 家に 相違ない と 私 は 思った。 一 

日のう ち、 なんどき そこ を 通っても、 家内に 人間が 住 

んで いるら しい 様子 は 更に 見えなかった。 

私が しばしば 不思議な 世界 を 見た と 言って、 自分の 

透視 眼 を 誇って いる こと は、 どなた もよ く 御 承知で あ 

ろう。 そうして、 諸君 はそんな 世界 を 常識から 観て、 

あるいは 否定し、 あるいは 一笑に付せら るるであろう _ 

私自身 も あとに なって 考える と、 それが 一向 不思議で 

もなん でもな いこと を 発見す るよう な 実例が しばしば 



あった こと を、 白状し なければ ならない。 そこで 今度 

も 最初のう ち は、 私 を おどろかす ような この 異様な 廃 

宅 もまた、 いつもの 例で はない かと 考えた ので ある。 

しかし この 話の 要点 を 聞けば、 諸君 もなる ほどとう な 

ず かれる に 相違ない。 まず これからの 話 をお 聴きく だ 

さい。 

ある 日、 当世風の 人た ちが この 並木 通り を 散歩す る 

時刻に、 私 は 例によって この 廃 宅の 前に 立って、 じつ 

と 考え込んで いると、 私の そばへ 来て 私 を 見つめて い 

る 人の ある こと を 突然に 感じた。 その 人 は P 伯爵で 

あった。 伯爵 は 私に むかって、 この 空 家 はとな りの 立 



かまど 

派な 菓子屋の 工場で ある、 階下の 窓の 塀 はた だ 窯の 

ために こしらえ たもので、 一 一階の 窓の 厚い 力— テン は 

商売 物の 菓子に 日光が 当たらない ようにお ろして ある 

までの ことで、 別になん の 秘密が ある わけで は 無い と 

教えて くれた。 

それ を 聞かされて、 私 は バケツの 冷たい 水 を だしぬ 

けに ぶっかけられ たように 感じた。 しかし、 それが 菓 

子屋の 工場で あると いう P 伯爵の 話 を 何分に も 信用す 

とぎばなし 

る ことが 出来なかった。 それ は あたかもお 伽 噺を聞 

いた 子供が、 本当にあった こと だと 信じて いながら も、 

ふとした 気まぐれに それ を噓 だと 思 つ てみ るよう な 心 



私の 周囲に は 物 珍ら しそうな 顔 をして、 かの 窓 をみ あ 

げ ている 見物人が いっぱいに 突っ立って いるで はない 

ゝ o 

力 

私 は 腹が立つ たので、 誰に も 覚られ ないように、 そ 

の 人垣 をぬ けて しまった。 すると、 今度 は 常識と いう 

平凡 きわまる 悪魔め が 私の 耳の そばで、 おまえが 今 見 

はれぎ 

たの は 日曜日の 晴着 を 着た 金 持の 菓子屋のお かみさん 

が、 薔薇 香水 か 何 か を こしらえる ために 使った あきび 

ん を 窓 の 張り出しに 置いた だけの こと だと ささ やき 始 

めた。 考えて みると、 あるいはそう かもしれ ない。 し 

かも そのと たんに、 非常な 名案が 浮かんだ ので、 私 は 



わたしが 探索の 計画 は 不幸に して 失敗した ので ある。 

しかし、 この 男の 言葉から 察する と、 あの 空 家に は 何 

かの 曰くが あるら しいよう な 気 もす るので あった。 諸 

君 は 私が この 男から、 かの 廃 宅に ついて 左の ような 話 

を 聞き出して、 どんなに 愉快 を 感じ たかを 想像す る こ 

とが 出来る であろう。 

「わた しもよく は 知りません が、 なんでも あの 家 は Z 

伯爵の 持ち物 だとい うこと だけ はたし かです。 伯爵の 

令嬢 は 当時 ご 領地の 方に 住んで いて、 もう 何年 もこ こ 

へお 見えに なりません。 人の 話 を 聞く と、 あの 家 もま 

だ 当今の ような 立派な 建物が できない 昔に は、 なかな 



来る たびに、 いつもき まって あんな ふうなん です。 あ 

の 爺さんに ついてい くら 探して みても、 以前 は Z 伯爵 

の 従者で、 今 は あの 邸の 留守番 をして、 何年 もの 長い 

間、 主人 一家の 来る の を 待って いるの だとい うこと だ 

けし か 分からな いんです」 

時 は あたかも 町の 贅沢な 人た ちが 一種の 流行で、 こ 

の 綺麗な 菓子屋へ あつまって 来る 刻限に なって きたの 

で、 入 リロの ドア は 休みな しに あいて、 店の 中が が や 

が やし 始めた ので、 私 はもう これ 以上に たずねる わけ 

に は ゆか なくなった。 



わたし はさきに P 伯爵が あの 廃 宅に ついて 話した こ 

とが 全然 噓 である こと を 知った。 あの人 嫌いの 老 執事 

は 不本意ながら も 他の 人間と 一緒に 住んで いて、 その 

古い 壁のう しろに は 何 かの 秘密が 隠されて いると いう 

こと を 知った。 それにしても、 あの 窓ぎ わの 美しい 女 

の 腕と、 気味の 悪い 不思議な 唄の 声の ぬしと を どう 結 

しわ 

び 付けた ものであろう か。 あの 腕が 年を取った 女の 皺 

だらけの からだの 一 部であろう はずがない。 しかし 菓 

子屋の 職人の 話で は、 唄の 声 は 若い 血気盛りの 女性の 

喉から 出る もので もない らしい。 わたし は それ を 

ひいきめ 

貝顯属 眼に 見て、 これ はきつ と 音楽の 素養に よって 若い 



私が さきに 答えなかった ので、 その 人 は 再びお なじ 

言葉 をく りかえ した。 

しかも、 その 人の 眼つ き は その 言葉よりも 更に 雄弁 

に、 どうして おまえ はそんな 気違い じみた 眼つ きをし 

て その 鏡に 見惚れて いるかと、 わたしに 問い かけて い 

るので あった。 その 男 はもう 初老 以上の 年輩の 紳士で、 

こ-つね 

その 声音 や 眼つ きが いかにも 温和な 感じ を あたえた の 

で、 私 は 彼に 対して 自分の 秘密 を 隠して はいられ なく 

なった。 私 はかの 窓ぎ わの 女 を 鏡に 映して いた こと を 

打ち明けた 上で、 あなた も その美し い 女の 顔 を 見な 

かった かと 訊いた。 



あった こと だけ を 断 わ つ てお きたい。 

彼女 を 呼び起こす ことの 出来ない 時には、 私 はいつ 

も、 かの 廃 宅の 前へ 飛んで 行って、 その 窓 を 眺め 暮ら 

していた が、 もう そこらに は 人らしい もの も 見当たら 

なかった。 私 はもう 友達 も 仕事 もまった く 振り捨てて、 

朝から 晚 まで 気違いの ようになって、 まぼろしの 女の 

こと を 思い つめていた。 こんなく だらない こと はやめ 

ようと 思いながら も、 それが どうも やめられな いので 

あった。 

ある 日、 いつもより 激しく この 幻影に おそわれた 私 

は、 かの 鏡 を ポケットに 入れる と、 精神病の 大家の K 



に龃 けよ ると、 その ドア はわた しの 押さない うちにう 

しろへ 倒れた。 重い 息苦しい 空気の ただよつ ている 玄 

関の、 うす 暗い 灯の なかに 突っ立って、 私 は 異常の 怖 

ろし さと 苛立たし さに 胸 を とどろかせて いると、 たち 

まちに 長い 鋭い ひと 声が 家の なかで ひびいた。 それ は 

のど 

女の 喉から 出たら しい。 それと 同時に、 わたし は 封建 

， J ん じき 

時代の 金色の 椅子 や 日本の 骨董品に 飾り立てられて、 

まば ゆいば かりに 照り 輝いて いる 大広間に 立って いる 

こと を 発見した。 わたしの まわりに は 強い 薫りが 紫の 

もや 

靄と なって ただよつ ていた。 

はなむこ 

「さあ、 さあ、 花 知 耳 さま。 ちょうど、 結婚の 時刻で ご 



ざり ます」 

女の 声が した 時に、 私 は 定めて 盛装した 若い 清楚な 

貴婦人が 紫の 靄の なかから 現われて 来る ものと 思った。 

「ようこそ、 花 S さま」 と、 ふたたび 金切り声が ひび 

いたと 思う 剎那、 その 声の ぬし は 腕 を 差し出しながら 

私の ほうへ 走って 来た。 寄る 年波と 狂気と で 醜く 

なった 黄色い 顔が じっと 私に 見入って いるので ある。 

私 は 怖ろ しさの あまりに 後ず さり をしょう としたが、 

蛇の ように 炯 けいとした 鋭い 彼女の 眼 は、 もうす つか 

り 私 を 呪縛して しまったので、 この 怖ろ しい 老女から 

眼 を そらす こと も、 身 を ひく こと も 出来 なくなった。 



あ、 これから 私が 話す こと を 聴いて ください。 

それから また 四、 五日の のち、 わたし は P 伯爵の 夜 

会に ゆく と、 伯爵 は 私 を 片隅に 引っ張って 来て、 「あな 

たは あの 廃 宅の 秘密が 洩れ 出した の を ご存じで すか」 

と、 微笑 を 浮かべながら 話しかけた。 

私 はこれ に 非常に 興味 を 感じて、 伯爵が その あと を 

つづける の を 待って いると、 惜しい ことにち ようど 食 

堂が 開かれた ので、 伯爵 も そのまま 黙って しまった。 

私 も 伯爵の 言葉 を 夢中に な つ て 考えながら、 ほとんど 

機械的に 相手の 若い 娘さんに 腕 を かして、 社交的な 行 



かった ような 気がし ますが と言うと、 意外に も、 生ま 

れ てから 初めてき のう この X 巿に 来たば かりです と、 

相手に あっさりと 片づ けられて しまったので、 私の 頭 

はよ けいに 混乱して、 婦人に 不作法で はあった が、 そ 

のま まに 黙って いた。 しかも 彼女の 優しい 眼で 見られ 

ると、 わたし は 再び 勇気が 出て、 この 新しい 相手の 娘 

さんの 心の 動き を 観察して みたい ような 気に もな つ て 

きた。 たしかに この 娘さん は、 可愛らし いところ は あ 

るが、 何 か 心に 屈託が ありそう にも 見えた。 おた がい 

の 話が だんだん はずんで きた 時分に、 わたし は 大胆に 

辛辣な 言葉 を 時 どきに 用いる と、 い つも 微笑して いた 



に は 涙が こみあげ てきた。 

「わたし、 馬鹿です わね」 と、 彼女 はわた しの 方 を 向 

いて 言 つ た。 それから しばらくして 彼女 は 頭痛が する 

と 言い出した。 

「なァ に、 ちょっとした 神経 性の 頭痛でしょう。 この 

甘美な、 詩人の 飲料 (シャンパン 酒) の 泡の なかで ぶ 

き 

くぶく いっている 快活な たましい ほど、 よく 効く 薬 は 

ありま せんよ」 と、 私 は 心安 だてに こう 言いながら、 

彼女の グラスに シャンパン を 一 杯に 注いで やる と、 彼 

女 はちよ つと それに 唇 をつ けて、 わたしの ほうに 感謝 

の 眼 を 向けた。 



彼女の 気分 は 引き立って きたらし く、 このままで 

い つたら 何もかも 愉快に 済んだ かもしれ なかった ので 

あるが、 私の シャンパン • グラスが ふとした はずみで 

彼女の グラスと 触れた 剎那、 彼女の グラスから 異様な 

甲高い 音が 発した ので、 彼女 も わたし も 急に 顔色 を 変 

えた。 それ はかの 廃 宅の 気違い 女の 声の 響きと まった 

く 同様で あ つたから であつ た。 

コ— ヒ— が 出てから、 私 はう まく 機会 を 作って P 伯 

爵の そばへ 行く と、 伯爵 は 私の この 行動 を 早く もさ 

と つていた。 

「あなた は 隣り の 婦人が エド ヴ イナ 伯爵 家の 令嬢で あ 



る こと を 知っています か。 それから、 長い あいだ 不治 

の 精神病に 苦しみながら あの 廃 宅に 住んで いるの が、 

あの 娘さんの 伯母で あると いう こと を 知つ ています か。 

あの 娘さん は、 けさ 母親と 一緒に 不幸な 伯母に 逢いに 

来たので す。 あの 狂 夫人の 暴れ狂う の を 鎮める ことの 

出来る もの は、 かの 老 執事の ほかになかった のです が、 

そのた だ ひとりの 人間が にわかに 重病に かかった とい 

うわけ です。 なんでも あの 娘さんの 母親 は K 博士に 

伺って、 あの 家の 秘密 を 打ち明けた そうです よ」 

K 博士 —— その 名 はすで に 諸君 も 御 承知の はずで あ 

る。 そこで 言うまでもなく、 私 は 少しも 早く その 謎 を 



解く ために 博士の 宅 を 訪問して、 私の 安心が 出来る よ 

うに、 くわしく かの 狂女の 話 をして くれと 頼んだ。 以 

下 は、 秘密 を 守る という 約束で、 博士が わたしに 話し 

て くれた 物語で ある。 

アン ジ ェ リカ —— Z 伯爵 令嬢 はすで に 三十の 坂 を 越 

えていた が、 まだ なかなかに 美しかった ので、 彼女よ 

リ もずつ と 年下の エド ヴ イナ 伯爵 は 熱心に 自分の 恋 を 

打ち明けた。 そうして、 二人 は その 運 だめし に 父 Z 伯 

の 邸へ 行く ことにな つた。 ところが、 エド ヴ イナ 伯爵 

は その 邸へ はい つて アン ジ ェ リカの 妹 を ひと 目 見る と 



姉の 容色が 急に 褪せて きたよう に 思われて、 彼女に 対 

する 熱烈な 恋 は 夢 のように 覚め てし まい、 さらに 妹の 

ガブリエルとの 結婚 を 父の 伯爵に 申し込ん だので ある。 

Z 伯爵 は 妹娘 も エド ヴ イナ 伯爵 を 憎く 思って いないの 

を 知って、 すぐに 二人の 結婚 を 許した。 

姉の アン ジ ェ リカ は 男の 裏切り を 非常に 怨ん だが、 

表面 はいかに も 彼 を 軽蔑した ように、 「なァ に、 伯爵 は 

おもちゃ 

わたしの 鼻に つ いた 玩具であった という こと を ご存じ 

な いんだ わ」 と 言って いた。 しかも ガブリエルと エド 

ヴ イナ 伯爵の 婚約 式が 済んで から は、 アンジェリカ は 

一 家の 団欒の 席に 顔 をみ せない こと も 少なくなかった。 



それの みならず、 彼女 は 食堂に も 出ないで、 ほとんど 

一 日 を 森の 中の 独り歩きに 暮らして いた。 

ここに 一 つの 異様な 事件が この 城に おける 単調な 生 

活を 破った。 ある 日、 村の 百姓のう ちから 選抜され た 

かりうど 

Z 伯爵 家の 獵 人ら が、 最近に となりの 領地で 殺人 ゃ窃 

盗 を もって 告訴され た ジプシ ー の 一 団を 捕縛して、 男 

たち は 鎖に つなぎ、 女子供 は 馬車に 乗せて 城の 中庭へ 

引つ 立てて 来た。 女の ジプシ ー の 群れの 中で は、 頭 か 

ら 足の さきまで 真っ赤な 肩掛を 着た 一 人の ひよ ろ 長い、 

痩せこけた、 ものすごい 顔の 老婆が すぐに 目についた。 

その 老婆 は 馬車の なかに 立って、 いかにも 横柄な 声で 



自分 を 馬車から 降ろせと 命令す るよう に 言い放つ と、 

その 態度に 恐れ をな して、 伯爵の 家来た ち はすぐ に そ 

の 老婆 を 降ろして やった。 

Z 伯爵 は 中庭へ 降りて 来て、 この 囚人 団を 城の 地下 

室の 牢獄へ 繫 ぐよう に 命じた。 そのと たんに、 髪 を 乱 

し、 恐怖の 色 を その 顔に みなぎらした アン ジ ェ リカが 

邸の 内から 走り出て、 父の 足 もとに ひざまずいた。 

ゆる 

「あの人た ちを赦 してやって ください、 お 父 さま。 あ 

の 人た ちを赦 してやって ください。 もしお 父 さまが あ 

の 人た ちの 血 一滴で もお 流しに なれば、 わたし はこの 

ナイフで、 わたくしの 胸 を 突き 透し ます」 



リカの 胸のと ころへ 持って ゆく と、 たちまちに 彼女 は 

意識 を 回復した。 彼女 は 眼 を 老婆の 上に そそぐ と、 や 

にわに がば と 身 を 起こして 老婆 を 抱き かかえ、 疾風の 

ごとくに 城内へ 連れ去って しまったので、 Z 伯爵 を は 

じめ、 途中から 出て 来た 妹の ガブリエル も、 その 恋人 

の エド ヴ イナ 伯爵 も、 あまりの 驚異に 身の 毛 をよ だて 

くさり 

た。 Z 伯爵 は ともかくも その 囚人た ちの 鎖 を はずさ 

せて、 みな 別べ つの 牢獄へ 入れさせた。 

翌朝、 Z 伯爵 は 村び と を 召集して、 その 面前で ジプ 

シ ー らには 罪のない こと を 宣告した 上、 自分の 領地の 

通過 券 を 渡して やった が、 その 解放され た ジプシ ー の 



一 団 のうちに は、 かの 真っ赤な 肩掛け を 着た 老婆の 姿 

くぴ 

は 見えなかった。 きっと 金鎖 を 頸に 巻いて、 スペイン 

風の 帽子に 赤い 羽 をつ けて いる ジプシ ー の 親方が、 前 

の 夜 ひそかに 伯爵の 部屋 を 訪問して、 伯爵に 頼み込ん 

だので あろうと、 村び とら はさ さやき 合って いた。 実 

際 ジプシ —らが 去っての ち、 かれら は 殺人で も 窃盗で 

もない ことが 分かった。 

ガブリエルの 結婚式の 日 はいよ いよ 近づいて きた。 

ある 日、 中庭へ 数 台の 荷馬車 を 挽き 込んで、 それに 家 

財 道具 や 衣裳 類 を 山の ように 積んで あるの を 見て、 ガ 

ブ リエル はび つくりした。 次の 日、 Z 伯爵 はいろ いろ 



の 事情から、 アンジェリカが X 巿の 別邸に 自分 ひとり 

で 暮らした いという 申し出で を 許した という こと を、 

ガブリエルに 言って 聞かせた。 伯爵 は その 別邸 を 姉 娘 

にあた え、 家族の 者 はもち ろん、 父の 伯爵で さえ 彼女 

の 許可な くして は その 別邸へ 出入り を しないと いう こ 

と を、 彼女に 誓った。 それから また 伯爵 は、 彼女の 切 

なる 願いに よって、 自分の 家僕 を 彼女の 家事 取締りの 

ために 付けて やる こと を も 承諾した。 

結婚式 は 無事に 済んだ。 エド ヴ イナ 伯爵と 花嫁の ガ 

ブ リエル は 自分た ちの 邸で 水入らずの 幸福な 生活 を 営 

んだ。 ところが、 不思議な ことに は、 何 か 秘密な 悲し 



が、 それ は あまりに 狂気 じみて いるので、 よほど 鋭い 

観察力 を もってしなければ、 話の 連絡 をつ かむ ことが 

出来ない くらいであった」 と、 博士 は 注 を 入れて、 ま 

た 話した。 

ガブリエル 夫人 は、 夫の 不在 中に 女の子 を 生んだ が、 

間もなく その 赤ん坊 は 邸内から 何者に か 攫われて、 八 

方 手 を 尽くして たずねた が、 ついに その 行く えが 知れ 

なかった。 母親の 夫人の 悲歎 は 傍の 見る目 も 憐れな く 

らいであった ところへ、 搗 てて 加えて 父の Z 伯爵から、 

ピザに いる はずの エド ヴ イナ 伯爵が X 巿の アン ジ ェ リ 

はんもん 

力の 邸で 煩悶 を かさねて 瀕死の 状態に あると いう 手紙 



に 接して、 夫人 は ほとんど 狂気 せんば かりにな つた。 

夫人 は 産褥から 離れる の を 待って、 父の 城へ 馳せ 

つけた。 ある 晚、 彼女 は 生き別れの 夫 や 赤ん坊の 安否 

を 案じ わびて、 どうしても 眠られないで いると、 気の 

せいか 寝室の ドアの 外で かすかに 赤 児の 泣く ような 声 

が 聞こえる ので、 灯 をと もして ドア を あけて 見る と、 

思わず 彼女 はぎよ つと したので ある。 ドアの 外に は 

真 つ 赤な 肩掛け の ジブ シ ー の 老婆が 這 いっくば いなが 

ら、 「死」 を はめ込んだ ような 眼で じっと 彼女 を 見つめ 

ている ばかり か、 その 腕に は 夫人 を 呼び さまさせた 声 

のぬ しの、 赤ん坊 を 抱えて いた。 あつ！ 私の 娘 だ I 



I 夫人 は ジプシ —の 老婆の 腕から 奪い取った 我が 子 を、 

嬉し さに 高鳴 リ する わが 胸へ しっかりと 抱きしめた。 

夫人の 叫び声に おどろかされて、 家人が 起きて きた 

時には、 ジプシ ー の 老婆 はもう 冷たくな つていて、 い 

くら 介抱しても 息 を 吹き かえさなかった。 

Z 老 伯爵 はこの 孫に かかわる 不可思議な 事件の 謎が 

少しで も 解け はしまい かと、 急いで X 巿の アンジェ リ 

力の 邸へ 行った。 今では 彼女の 気違い ざた に 驚いて 女 

中 はみ な 逃げて しまって、 かの 執事 だけが ただ 一人 

残って いた。 老 伯爵が はいった 時には、 アンジェリカ 

は 平静で あり、 意識 も 明瞭で あつたが、 孫の 物語が 始 



騒ぎ を 演じた。 

ふたたび 正気に かえると、 彼女 は 涙ながら に、 この 

家で 一 生 を 送らせて くれと 父親に 哀願した。 老 伯爵 は 

アン ジ ェ リカの 告白した こと は、 みな 狂気の 言わせる 

でたらめ だと は 思った が、 それでも 娘の 極度の 悩みに 

心 を 動かされて、 その 申し出 を 許して やった。 その 告 

白なる もの は、 エド ヴ イナ 伯爵 は 自分の 腕に 帰って き 

て、 ジプシ ー の 老婆が 父の 邸へ 連れて行った 子供 は、 

エド ヴ イナ 伯爵と 自分との 仲に 出来た 子供 だとい うの 

であった。 X 巿に は、 Z 伯爵が 哀れな 姉 娘 を 城へ 連れ 

て 帰った という 噂が 立った が、 その実、 アンジェリカ 



は 依然として 例の 執事の 監視の もとに、 かの 廃 宅に 隠 

されて いたのであった。 

Z 伯爵 は 間もなく 世 を 去った ので、 ガブリエル 夫人 

は 父の 亡き あとの 家庭 を 整理す るた めに X 巿に 戻って 

きた。 もちろん、 彼女が 姉の アンジェリカに 逢えば、 

かならず 何 かの 騒動が おこる に 決まって いるので、 ガ 

ブ リエル 夫人 は 不幸な 姉に 逢わなかった。 しかも、 そ 

の 夫人 は 不幸な 姉を老 執事の 手から 引き離さなければ 

ならない ことに 気が つ いたと 言って いたが、 その 理由 

は 私に も 打ち明けなかった。 ただいろ いろの ことから 

帰納的に 想像して、 かの 老 執事が 女 主人公の 暴れ出す 



君と 議論す る 必要 はない ように 思われる。 私 はこの 事 

件の 直後、 拭い 去ろうと しても 拭い 去る ことの 出来な 

い 憂鬱症の ために、 逐 われる ようにし てこの X 巿を立 

ち 去った。 それでも なお 一、 二 力 月 は 気味の 悪い 感じ 

がどうしても 去らな か つ たが、 突然 それ を 忘れて し 

まって、 なんとも いえない 愉快な 心持ちが 幾 月ぶ りか 

で 私の 心に かえ つ てきた という こと だけ を、 最後に 付 

け 加えて おきたい ので ある。 

わたしの 心に、 そうした 気分の 転換が 起こった 剎那 

に、 X 巿で はかの 気違いの 婦人が 息 を 引き取った。 
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